
研
究
ノ
ー
ト

・
難
峰
普
済
方
十
巻
人
面
瘡
苣
庭
蔵

と
書
付
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
（
三
四
八
。
ヘ
ー
ジ
参
照
）

今
泉
氏
は
、
右
に
解
説
を
次
の
よ
う
に
付
け
ら
れ
た
。

染
ず
の
と
う

苣
庭
は
、
多
紀
元
堅
で
あ
る
が
、
元
堅
は
、
天
保
十
四
年
癸
卯
（
一
八
四
三
）
七
月
二
十
五
日
に
、
所
蔵
の
医
書
百
部
を
医
学
館
に
献
納

し
て
、
金
一
枚
と
時
服
二
と
を
拝
領
し
た
。
そ
の
医
書
の
目
録
の
中
に
、
「
鶏
峯
普
済
方
三
十
巻
清
板
十
冊
」
が
あ
る
。
甫
賢
は
こ
の

こ
ろ
、
元
堅
と
よ
ほ
ど
親
し
く
し
て
い
た
ら
し
い
。
人
面
瘡
は
甫
賢
の
研
究
題
目
で
あ
っ
た
。

く
に
や
す

今
泉
源
吉
氏
の
著
さ
れ
た
『
噸
誇
桂
川
の
人
を
〔
続
篇
〕
』
（
昭
和
四
十
三
年
、
篠
崎
書
林
、
刊
）
の
「
第
三
章
六
代
桂
川
甫
賢
国
寧
」
を
『
ふ

る
と
、
甫
賢
が
目
に
触
れ
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
記
し
た
小
冊
子
の
紹
介
が
あ
っ
て
、
そ
の
内
容
に
は
興
味
の
尽
き
な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
の
う

ち
、
「
丁
酉
嘉
平
七
日
」
と
表
紙
に
書
か
れ
た
雑
記
は
、
天
保
八
年
丁
酉
（
一
八
三
七
）
十
二
月
か
ら
筆
を
染
め
、
翌
年
の
天
保
九
年
戊
戌
（
一

八
三
八
）
に
及
ん
で
い
る
見
聞
録
で
あ
る
と
い
う
が
、
そ
の
八
枚
目
裏
に
、

八
三
八
）
吟

南
宋

ラ
ィ
デ
ン
民
俗
博
物
館
所
蔵

桂
川
甫
賢
『
人
面
瘡
図
説
』
に
つ
い
て

蹄
稚
率
樫
檸
韓
蓋
癖
三
拝
璋
奉
病
昭
和
五
十
八
年
九
月
三
十
日
受
付

片
桐

一

男
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と
こ
ろ
が
、
オ
ラ
ン
ダ
国
ラ
イ
デ
ン
市
に
あ
る
、
戸
嘗
吻
９
戸
一
ぃ
呂
冒
ぐ
。
。
儲
ご
○
房
９
百
且
⑦
国
立
民
俗
博
物
館
に
は
木
版
本
の
『
人
面
瘡
図
』

な
ら
び
に
『
人
面
瘡
図
説
』
が
二
点
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
コ
ー
ル
・
ナ
ン
バ
ー
は
口
ｚ
お
器
〕
で
あ
る
か
ら
、
実
に
シ
ー
ポ
ル
ト
・
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

二
点
は
同
版
で
あ
る
が
、
う
ち
一
点
の
方
に
は
、
木
版
刷
の
人
面
瘡
図
の
上
に
あ
と
か
ら
淡
彩
が
施
さ
れ
て
お
り
、
立
体
感
を
あ
ら
わ
し
て

い
る
。
図
説
の
末
尾
に
記
さ
れ
て
い
る
「
文
政
巳
卯
中
元
桂
川
甫
賢
国
寧
記
回
圃
」
の
あ
と
に
朱
筆
で

Ｑ
の
ロ
〕
印
ぐ
ぃ
画
盟
計
揖
宮
口
扇
坤
詩
肖
国
○
①
口
開
ご
シ
ｐ
』
、
』
＠

画
匡
易
①
①
、
の
胃
①
ｇ
①
旨
含
○
吋
〆
具
胃
撹
四
乏
囚
（
○
四
目
①
①
］
屍
目
①
旨
）
国
○
序
三
（
昌
旨
苛
冒
冨
呂
向
巨
Ｑ
〕
旨
①
①
昌
畠
弓
）

と
記
入
さ
れ
て
い
る
。
年
月
日
と
姓
名
の
翻
訳
表
記
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
注
目
し
た
い
の
は
、
嗣
昌
ぃ
曽
醤
芝
騨
酉
○
庸
口
と
記
し
た
あ
と

に
昌
昔
憲
冨
昌
函
号
の
ロ
。
匡
月
①
目
目
日
（
私
の
日
本
語
と
中
国
語
名
）
と
断
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
名
と
号
を
指
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う

が
、
特
に
「
私
の
」
と
明
記
し
て
い
る
か
ら
、
甫
賢
自
身
が
自
筆
で
、
か
く
朱
字
で
注
記
し
、
図
に
も
淡
彩
を
施
し
て
、
親
し
く
贈
っ
た
記
念

の
品
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
「
桂
川
」
を
○
四
月
①
］
固
く
胃
と
訳
を
付
け
て
も
い
る
。

図
は
蘭
学
界
に
馴
染
の
深
い
南
小
柿
寧
一
が
写
し
た
も
の
で
「
南
小
柿
甫
祐
寧
一
写
回
」
と
謹
厳
に
署
名
と
一
頚
を
入
れ
て
い
る
。
一
枚
刷

を
折
本
に
仕
立
た
も
の
で
、
折
っ
た
表
紙
と
な
る
面
に
は
、

を
折
本
に
仕
立
た
も
の
で
、
折

人
面
瘡
図
説
桂
川
甫
賢

存
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

如
何
。『

国
書
総
目
録
』
で
検
索
し
て
ゑ
る
と
、
桂
川
国
寧
甫
賢
の
著
作
と
し
て
『
人
面
瘡
図
説
』
な
る
一
冊
が
東
大
の
鶚
軒
文
庫
に
唯
一
点
存
在

し
て
い
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
同
書
は
筆
者
未
詳
の
写
本
で
あ
る
。
し
て
み
る
と
、
「
人
面
瘡
図
」
そ
の
も
の
は
日
本
に
伝

「
人
面
瘡
は
甫
賢
の
研
究
題
目
」
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
こ
の
件
に
関
す
る
甫
賢
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
存
否
や
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と
あ
る
。
原
図
は
絵
筆
に
も
才
能
の
あ
る
甫
賢
が
描
き
、
そ
れ
を
南
小
柿
寧
一
が
写
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
図
説
の
一
文
と
、
出
版
に
到
っ
た

経
緯
を
説
明
し
た
「
授
業
弟
子
」
七
名
の
一
文
と
を
、
ま
ず
、
続
け
て
読
ん
で
み
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

人
面
瘡
図
桂
川
甫
賢

と
あ
る
。
原
図
は
絵
筆
に
も
才

王
父
月
池
先
生
嘗
語
レ
余
日
、
祖
考
国
華
君
日
、
城
東
材
木
巷
有
二
一
商
一
、
年
二
十
五
六
、
膝
下
生
二
一
腫
一
、
逐
漸
而
大
、
瘡
口
涯
開
、
膿
口

三
両
処
、
其
位
置
略
像
二
人
面
一
、
瘡
口
有
し
時
渋
痛
、
満
以
二
紫
糖
一
、
其
痛
暫
退
、
少
選
ニ
ノ
再
痛
如
レ
初
、
夫
人
面
之
瘡
、
渉
乱
妄
誕
一
、
然
如
二

此
症
一
、
称
倣
二
人
面
瘡
一
亦
可
乎
、
蓋
歴
ゴ
稽
瘍
科
諸
編
一
、
瘡
名
極
繁
、
究
寛
其
症
係
二
一
因
一
一
一
、
而
不
レ
過
下
以
二
所
し
発
之
部
分
及
瘡
之
形
状
一
ヲ

別
中
二
其
名
色
上
ヲ
耳
、
如
二
人
面
瘡
一
亦
是
也
、
今
竝
巳
卯
中
元
、
仙
台
一
商
客
、
介
二
門
人
田
君
御
一
、
遠
来
請
レ
治
、
年
三
十
加
五
、
始
在
二
十
四

歳
時
一
、
左
脛
上
生
し
腫
、
潰
後
流
膿
不
し
喝
、
終
出
二
朽
骨
二
三
枚
一
、
経
二
四
年
一
ヲ
瘡
口
漸
収
一
、
只
全
腫
不
レ
消
、
歩
履
頗
難
、
故
浴
二
温
泉
一
、

或
刺
二
委
中
之
絡
一
潟
血
、
威
不
レ
応
、
転
引
換
医
一
者
亦
数
人
、
荏
菩
幾
歳
月
、
其
腫
却
自
増
、
囲
レ
膝
襲
し
腿
、
終
再
生
二
膿
管
数
処
一
、
彼
収
し
〈

此
発
、
比
し
前
甚
不
全
、
只
絶
無
癌
苦
、
至
今
歳
瘡
口
止
一
処
、
即
先
一
出
し
骨
之
孔
労
也
、
瘡
口
脹
起
珍
開
、
恰
如
二
開
口
之
状
一
、
周
囲
淡
紅

如
レ
唇
、
微
ク
触
二
其
口
一
一
一
則
噴
レ
血
、
臆
無
二
疹
痛
一
、
口
上
有
ニ
ニ
凹
瘡
痕
一
相
対
、
凹
内
各
有
二
一
雛
紋
一
、
宛
如
二
閉
し
目
含
レ
笑
之
状
｝
、
眼
下

有
二
二
小
孔
一
如
二
鼻
孔
｝
、
向
レ
下
両
傍
亦
各
有
し
痕
、
痕
之
一
辺
各
堆
起
如
二
耳
蝶
一
、
其
面
楕
円
、
根
二
基
ノ
膝
蓋
一
二
、
而
為
二
頭
願
之
状
一
、
且
患

処
側
側
有
し
動
、
如
二
呼
吸
者
一
、
掲
衣
一
見
、
則
似
二
欲
し
言
者
一
、
非
下
復
約
略
具
ニ
シ
人
面
ヲ
強
テ
以
二
人
面
一
ヲ
名
之
類
上
也
、
而
脛
之
内
廉
連
二
腿

股
一
、
腫
大
如
斗
、
青
筋
縦
横
遮
絡
、
按
之
不
し
緊
不
レ
寛
、
其
豚
数
有
レ
カ
、
飲
食
不
し
城
二
便
自
可
、
斯
症
固
得
二
之
多
骨
疽
一
、
多
骨
疽
之
症

多
出
二
遣
毒
一
、
而
其
瘡
勢
有
二
至
レ
如
レ
斯
者
一
、
只
口
内
汚
腐
充
填
、
無
し
縁
餌
し
糖
、
即
貝
母
毛
不
し
能
し
奏
二
聚
眉
閉
口
之
功
一
ヲ
、

文
政
巳
卯
中
元
桂
川
甫
賢
国
寧
記
□
□

人
面
瘡
図
桂
川
甫
賢
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…
人
面
瘡
図
説
成
美
、
世
人
伝
聞
、
踵
門
乞
求
者
日
十
数
、
写
手
不
一
一
暇
給
一
、

師
家
以
二
荷
藺
瘍
科
一
、
世
飛
二
名
ソ
四
方
千
里
外
一
、
患
人
求
治
者
、
日
月
輻
湊
、

こ
こ
に
み
え
る
授
業
弟
子
に
注
目
し
た
い
。
桂
川
家
に
笈
を
負
う
た
授
業
弟
子
は
、

前
後
に
わ
た
り
、
お
そ
ら
く
相
当
の
数
に
の
ぼ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

い
。
し
か
し
、
同
家
の
門
人
帳
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
遣
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

そ
の
門
弟
の
名
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
を
き
わ
め
て
い
る
。
甫
賢
の
頃
に
つ
い
て
は
、

天
保
十
五
年
五
月
十
日
の
起
筆
に
か
か
る
『
堕
涙
日
録
』
に
数
人
の
門
弟
の
名
が
象
え

る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
年
五
月
十
日
、
江
戸
城
本
丸
が
全
焼
し
た
。
炎
上
の
な
か
、
奥

勤
め
に
上
っ
て
い
た
甫
賢
の
嫡
女
お
て
や
が
世
話
親
花
町
と
も
ろ
と
も
に
焼
死
し
た
。

弔
問
に
訪
れ
た
人
為
や
、
お
返
し
物
の
配
ら
れ
た
人
為
の
う
ち
に
桑
え
る
門
弟
関
係
の

名
に
、
樋
口
甫
晋
、
浜
田
順
庵
、
山
本
甫
文
、
甫
績
、
周
て
い
、
周
續
、
南
小
柿
宗
宅
な

故
相
謀
彫
二
之
木
一
、
印
出
応
し
之
、

吾
借
頼
得
下
与
二
見
上
如
此
苛
症
一
笑
、

樋
口
甫
晋
保
利

勝
田
甫
閑
景
宜
謹

腰
山
周
節
貞
幹

授
業
弟
子
生
田
甫
成
義
厚

上
田
立
章
信
住

桂
川
甫
春
克
柔
識

坂
部
周
績
包
利
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ど
の
名
が
み
え
る
。
こ
こ
に
み
え
る
樋
口
甫
晋
は
樋
口
甫
晋
保
利
の
こ
と
で
あ
り
、
周
續
は
坂
部
周
績
包
利
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に

姓
・
名
・
号
と
も
に
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
と
も
に
、
新
た
に
五
名
の
門
弟
名
を
知
り
得
た
こ
と
は
、
今
後
の
調
査
に
役
立
ち
得
る
こ
と
と
喜

び
た
い
。
な
お
、
鶚
軒
文
庫
の
写
本
に
は
樋
口
甫
晋
の
名
を
落
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
人
面
瘡
図
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
説
明
は
前
掲
の
『
人
面
瘡
図
説
』
に
詳
し
く
、
そ
れ
に
譲
る
が
、
鶚
軒
文
庫
の
写
本
に
つ
い
て
い

る
図
と
木
版
本
図
と
比
、
へ
る
と
、
写
本
図
は
筆
写
の
筆
が
大
ま
か
で
、
お
よ
そ
の
輪
郭
を
筆
写
し
た
に
す
ぎ
な
い
の
に
比
し
て
、
木
版
図
の
方

が
描
線
も
細
部
に
ま
で
わ
た
り
、
患
部
の
状
態
を
よ
く
伝
え
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

（
一
九
八
三
・
九
・
一
六
稿
）
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